
当日資料３ 

 

令和５年度「議会報告と町民との意見交換会」の 

基本的な考え方 
 

● 令和５年度に実施する事業の基本的な考え方を下記項目に基づいて、担当委

員が整理する。 

● 芽室町議会の理念である｢分かりやすい議会、開かれた議会、行動する議会｣

を大前提として、それぞれの項目にふさわしい内容を整理する。 

● 申し送り事項の要素としても意識し、次の担当委員が理解・認識できるよう

に整理する。 

● ＰＤＭシートで自己評価することを想定して具体的に記載する。 

● 議長の諮問に係る答申内容（議会・議会改革諮問会議）を踏まえて記載する。 

 

１ 事業の根拠（条例・規則・規程、連携協定等を箇条書で記載する） 

（１）芽室町議会基本条例第２条第４項（基本理念） 

議会は、広く町民の意思を把握し、町政に的確に反映させることを目的

に、議員個々の資質を高め、議会機能の強化並びに活性化に取り組み、議

会力及び議員力を強化します。 

（２）芽室町議会基本条例第４条第２号（委員会及び委員長の活動原則） 

町民に対し審査の経過及び所管する行政課題等に対処することを目的

に、意見交換会等を開催すること。 

（３）芽室町議会基本条例第８条第５項（町民参加及び町民との連携） 

議会は、議会報告と意見交換会を毎年開催するなど、広く町民の意見を

聴取する機会を確保し、議会、議員による政策提案を行います。 

（４）芽室町議会「議会報告と町民との意見交換会」の実施規程 

 

２ 事業の目標 

現在、取り組んでいる議会活動を報告し、町民の提言や意見を議会活動及

び議会運営に反映する。 

 

３ これまでの経過と課題（Ｒ４事業の総括と連動させて記載する） 

（１）Ｈ28 年度から町内小中学校単位の PTA を対象として実施している。 

（２）Ｒ４年度は、新型コロナウイルス感染症が教育現場で収束していない

ことから、各学校との協議の結果、アンケートによる意見聴取として実

施した。 



（３）Ｒ４年度は、事業目標に掲げる「町民の提言や意見を議会活動及び議会

運営に反映させる」ため、意見聴取内容を各常任委員会に振り分けて、

Ｒ５年度への継続調査とした。 

（４）Ｒ４年度は、事業実施時期が冬期休業中となり、アンケート協力依頼が

年末年始をまたぐこととなったため、今後は十分な余裕を持って進め

ていくことが必要である。 

 

４ 令和５年度事業実施のポイント（目標達成・課題解決のための手段や方策） 

（１）事業実施前に事業の目的と目標を明確にし、議会内の共通認識を図り、

事業に取り組む手順とする。 

（２）事業終了後には、事業目的（町民の声を議会活動及び議会運営に反映さ

せる）を達成するために、議員間討議を実施する。 

（３）事業の実施手法について、前例に固執せずに創意工夫し、規程の見直し

を含めて議会内で改めて協議・検討する（例：既存イベントへの参加、

対象を限定せずに町民だれもが意見交換できる場の創出等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



芽室町議会「議会報告と町民との意見交換会」の実施規程 

           （平成 24 年４月 12 日制定） 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、芽室町議会基本条例（平成 25 年芽室町条例第 27 号）第８

条に規定する議会報告と意見交換会（以下「意見交換会」という。）の実施に

関して必要な事項を定めるものとする。 

（種類） 

第２条 意見交換会の種類は、次のとおりとする。 

（１）地域との意見交換会 あらかじめ議会が定めた議題について、町の区域を

議会が別に定めるところにより指定する地区（以下、「地区」という。）を

基本単位として実施する意見交換会をいう。 

（２）団体との意見交換会 議会が取り組む政策立案等について、関係ある町民

団体等と実施する意見交換会をいう。 

（３）議会報告会 意見交換会に合わせて、議会活動などについて伝える機会を

いう。 

（地域との意見交換会の実施） 

第３条 地域との意見交換会は、前条（１）により定めた地区において年１回実

施する。 

２ 議会は、地域との意見交換会の開催日時、会場等について、議会だより及び

町議会のホームページ等への掲載、開催地区における開催案内文書の回覧等

の方法により、広く周知を図るものとする。 

（団体との意見交換会の実施） 

第４条 団体との意見交換会は、教育、文化、福祉、産業等の分野ごとに行う意

見交換会であるところから、常任委員会において政策立案等を実施するため

必要に応じて開催するほか、町民団体等の要請に応じて開催するものとする。 

（議員の留意事項） 

第５条 意見交換会において、出席する議員は、次に掲げる事項に留意しなけれ

ばならない。 

（１） 町民の多様な意見を把握し、議会内での議論・政策形成につなげていく

ために、町民の意見・要望の意図・真意等を聴取すること。 

（２） 町民から意見、質問に対する返答等を求められた場合には、議会として

の考え方、議論の経過等を説明することとし、議員個人としての見解を述べ

ないこと（議員個人の考えを求められた場合その他個人の見解を明らかに

する必要がある場合を除く。）。 



（３） 執行機関の立場での説得的な説明、答弁等は行わないよう留意すること。 

（意見等の集約） 

第６条 意見交換会に出席した議員は、町民の意見及び提言その他意見交換の

内容（以下、この条において「意見等」という。）について、要点をまとめ記

録したうえで別に定める様式により議長に報告するものとする。 

２ 議長は、前項の規定により報告を受けた意見等の整理及び検討について、議

会運営委員会に依頼するものとする。 

３ 議会運営委員会は、前項の規定により意見等の整理及び検討について議長

の依頼を受けたときは、議会における当該意見等への対応を協議し、その結果

を議長に報告するものとする。 

４ 議長は、前項の規定による報告を受けたときは、今後の議会運営において適

切に対処するものとする。 

（報告書の公表） 

第７条 議会は、前条の規定により集約した意見等について、当該意見等に対す

る議会の対応と併せて議会だより及び議会ホームページ等において公表する

ものとする。 

（補足） 

第８条 この規程に定めるもののほか、意見交換会の実施に関し必要な事項は、

議長が別に定める。 

 

附 則 

この規程は、公布の日から施行する。 

 

 

 


